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春らしい暖かな陽気となりました。間もなく令和5年度が終了します。３月は卒業式や離任式など、これまで
共に過ごしてきた先輩や先生方とのお別れの時期です。たくさんの思い出を胸に、感謝の気持ちをもって過ご
したいものです。そして４月になれば令和６年度がスタートします。新入生や新たに着任される先生方との出
会いがあります。鹿島台商業高校の「よさ」を大切にしながら、さらにバージョンアップできるよう心機一転、
頑張りましょう！

３月１日(金)に１８名の卒業生が学び舎から巣立ちました。本年度の卒業式は、新型コロナウイルス感染症の５類移行を受け、来賓

の方々や在校生が参加した従前の形式で挙行しました。また、卒業証書は、佐藤好彦校長より卒業生一人ひとりに授与され、それぞれ

に自信に満ちた晴れやかな面持ちで、3年間の高校生活の証を受け取りました。佐藤校長の式辞では、コロナ禍による各種制限があ

る中、学業や各種行事に励み、よりよい学校生活を目指して３年間努力してきたことを称えるとともに、商業高校で身に付けた力を社会

生活で存分に発揮し、しなやかにたくましく生きるよう激励の言葉が述べられました。また、卒業生代表の答辞では、前生徒会長の芦田

一優さんが、高校生活３年間の思い出に触れながら、同級生や先生方との交流、困難を乗り越える中で身に付けた人としての財産、人

と人とのつながりの大切さを振り返り、社会生活に向けた覚悟、たくましく生き抜く決意を感謝の言葉とともに力強く述べました。卒業

式当日は、朝から雨模様でしたが、式後は卒業生の門出を祝福するかのように、暖かな日差しが差し込み、青空が広がりました。卒業

生の皆さん、今後の社会での活躍に期待しています！教職員・在校生一同、これからも皆さんのことを応援します！

３月１５日（金）に１・2年生を対象に「進路ガイダンス」を実施しました。この1年間、「総合的な探
究の時間」を要として、自身のキャリアや卒業後の進路について考える様々な学習に取り組んできま
した。進級を間近に控えた節目の時期を迎え、改めて卒業後の進路について考える機会として、また
「○年生0学期」の意識をもち、4月からの学校生活のスタートをスムーズに切ることができるよう実
施しました。当日は、商業をはじめ、情報や保育・幼児教育、ホテル・観光、公務員、自動車関係など
の各分野のうち、希望に応じて分野別説明会を2回受講しました。各種学校の先生方や企業の方を
講師としてお招きし、一人ひとりのニーズに応えながら、専門分野に関する貴重なお話をいただきま
した。具体的な仕事のイメージをもち、自己の適性と進路選択に関する視野を広げ、将来の自分を思
い描くことができた貴重な時間となりました。本ガイダンスを通して、自身の将来の夢が具体的な目
標となり、その達成のために、学習活動はもちろん、４月からの学校生活の一つひとつを大切にして
いけるよう期待します。

自分がやりたいこと、好きなことに取り組んで、き

ちんと学校に行って、やりたい仕事につけるよう

に進路活動頑張ってください。

卒業生一人ひとりが、在校生にメッセー
ジを送ってくれました！ありがとう！

検定多く取るべし。笑顔が一

番。３年間は早いよ！ など・・・

卒業生と保護者の皆様、３学年の先生方で記
念撮影。思い出に残る１日となりました。

たくさんの思い出が詰まった、重みのある卒業証
書が一人ひとりに授与されました。

各分野に精通した講師の皆さんから、業種
や職種の魅力について教えていただきまし
た。また、今後の高校生活で注意すべきこ
とを自分事として考えることができました。



本校では県金融広報委員会の協力のもと、金融教育を展開しています。２月には「金融経済教育
セミナー」を実施しましたが、３月１９日（火）には１・２年生全員が「金融リテラシー検定」を受験しま
した。「金融リテラシー検定」は、SMBCコンシューマーファイナンス株式会社と一般社団法人金融財
政事情研究会が制作したもので、ライフプランを考えるにあたって、計画的な資産形成や金融トラブ
ルの回避など、実生活で活かすことができる金融知識の習得を目指すものです。これまでの金融に
関する学習の成果を確認しながら、人生１００年時代を豊かに生きるために必要な知識や考え方、
自身のライフプランを見直すよい機会となりました。

本校では例年、部活動や学習活動等で顕著な功績を収めた生徒に対して「鹿萩賞」を、図書館の蔵書を多く読んだ生徒
に対して「多読賞」を授与しています。本年度の受賞者は下記のとおりです。受賞した皆さん、おめでとうございます。

◆鹿萩賞 ・文化の部 田中智樹さん（3年3組）、大場飛鳥さん（3年2組）
・その他の功績 芦田一優さん（3年2組）、目黒智哉さん（2年2組）

◆多読賞 千葉紫月さん（1年2組）、大場飛鳥さん（3年2組）

◆年度末・年度始の主な予定
３月２５日（月） 学年末休業（３月３１日まで）・合格者予備登校

３月２９日（金） 離任式

４月 １日（月） 学年始休業（４月７日まで）
宮城県鹿島台商業高等学校

４月 ８日（月） 始業式・入学式 〒９８９－４１０４

４月 ９日（火） 対面式（短縮授業）・体験入部期間（４月１１日まで） 大崎市鹿島台広長字杢師前４４

４月１０日（水） 鹿島台春の互市（４月１２日まで） ＴＥＬ ０２２９－５６－２６６４

４月１１日（木） 登校指導 ＦＡＸ ０２２９－５６－２４６１

４月１２日（金） 登校指導・部登録

４月１９日（金） 結核検診
※ ホームページは

４月２０日（土） 授業公開・ＰＴＡ総会・教育振興会総会
こちらから →

４月２２日（月） 循環器検診

４月２３日（火） ⑥身体測定・尿検査（４月２４日）
https://kasimadai-ch.

４月２４日（水） 第１回基礎力診断テスト myswan.ed.jp/

４月２５日（木） 耳鼻科検診

４月２６日（金） 支部総体壮行式

４月３０日（火） 振替休業日（４月２０日分）

今回の進路ガイダンスでは、仕事の大切さや高校での進路の決め方などを学びました。生きていく上で大切になって

くるのはお金です。お金を得るためには仕事をする必要があります。しかし、好きでもない仕事を選ぶと今後の人生がつ

まらなくなってしまいます。そうならないように高校生のうちに進路をきちんと決めることが大切になってきます。進路を

決めるにあたって、企業調べや自分自身について考えることによって、より自分に合った仕事が見つけやすくなると思い

ました。（２年３組：大場楓冬さん）

私は情報と公務員について話を聞きました。情報ではビジネスやIT、コンテンツ・エンターテインメント制作の３つがあ
り、その中でもゲームクリエイターは就職が難しいということや専門学校に進学してから就職活動をした方がいいという

ことなどを教わりました。また、公務員では、試験に初級・中級・上級と学歴に応じて難易度があり、高校卒業の場合は

初級を受験できることなどを知りました。また、努力をしないで就職できる仕事はないこともわかりました。これからの学

校生活では、しっかりと勉強に取り組んだり、資格検定なども頑張ったりして自分が将来なりたい仕事につけるようにし

たいと思います。（１年２組：千葉紫月さん）

職業の具体的なイメージをつかむことができ
るよう詳しく説明していただきました。また、個
別の相談にも応じていただきました。

私は公務員と商業関係の説明を聞きました。公務員については、試験内容について学び、実際に問題を解いてみました。他にも公務員の種類や強みなど詳しく知ることがで

きました。これまで公務員を進路として考えていませんでしたが、興味をもつことができ幅が広がりました。商業関係については、経理や販売などの仕事と資格との関係につい

て学び、今まで知らなかったことも詳しく知ることができました。今回のガイダンスで学んだことを、今後の進路活動に活かしていきたいです。また、自分の進路を意識した資格

取得にも力を入れていきたいです。（２年１組：山内陸生さん）

私は理美容と商業についてのお話を聞かせていただきました。理美容では専門学校の特徴や理容と美容の違いについて知ることができました。商業では仕事と資格の関係

などを詳しく教えていただいたり、色々な職種について知ることができました。３時間目には進路ガイダンスの振り返りをしました。自分が将来目指す職業やその実現のための

目標などを考えることができました。また、今の自分には達成できていない目標がたくさんあったり、後悔しない選択をするにはどうしたらいいかなど、まだ分からないこともあ

るので、これからはオープンキャンパスに行ってみたり、実際に働いている人のお話を聞いたりして、目標を達成できるように頑張っていきたいと思います。

（１年１組：細川綺心さん）

試験はＩＢＴ方式で、全５０問にチャレンジしました。


